
相談事例

● 各消費生活センターの相談窓口 ●

福岡県 ０９２－６３２－０９９９ （日曜日も電話相談可）  柳川・みやま ０９４４－７６－１００４
北九州市 ０９３－８６１－０９９９ （土曜日も電話相談可）  行橋市広域 ０９３０－２３－０９９９
福岡市 ０９２－７８１－０９９９ （土曜日も電話相談可 ※祝休日除く） 筑紫野市 ０９２－９２３－１７４１
大牟田市 ０９４４－４１－２６２３  大野城市 ０９２－５８０－１９６８
久留米市 ０９４２－３０－７７００ （第２日曜日も相談可）  宗像市 ０９４０－３３－５４５４
飯塚市 ０９４８－２２－０８５７  糸島市 ０９２－３３２－２０９８

 消費者ホットライン （局番なし）１８８（いやや！） 
あなたの地域の消費生活センター・消費生活相談窓口をご案内します。 ナビダイヤル通話料金が発生します。

事例提供：久留米市消費生活センター、宗像市消費生活センター
発 行：福岡県消費生活センター

ホットな消費者ニュース ２０２６年１１月号

アドバイス

アドバイス

「先生」と呼ばれる人物から保険加入と代理店申請を勧められた

 ＳＮＳで知り合った知人から「先生」を紹介され、共済保険への加入と代理店となることを勧誘された。
 料金は月額1,000円程度と安いので保険に加入して知人を応援したい。保険代理店として顧客を集めれば
 人数に応じて手数料を得られるとのことであり、副業としてやってみたいと考えている。

いわゆる無認可共済の連鎖販売取引と思われます。
無認可共済は、根拠法や監督官庁が存在せず、責任準備金制度もありません。
事故に遭っても保険金が支払われない可能性もあり、金融庁はじめ関係機関でも注意を呼び
かけています。
加入する前に「保険業法の登録の有無」と「掛け金の管理状況」を確認してください。
代理店契約については、連鎖販売取引として契約書面の交付やクーリング・オフ（２０日間）への
対応が義務付けられています。必ず契約書を求めてください。
いわゆるネットワークビジネス自体は禁止されているものではありませんが、
①収益を得るためには会員を増やし続けることが前提となること
②加入料の支払い等で多額の負債を抱え込む恐れがあること
③親族や知人を巻き込んで人間関係や信頼を損ねてしまうこと
から慎重に判断するようにしてください。

「分電盤の点検をします！」と電話がかかってきた

〇 「無料で分電盤を点検する」と電話があり、契約している電力会社かと思い、来訪を承諾した。
 後になって、違う事業者だとわかり、キャンセルしたいが連絡先がわからない （70代男性）

〇  「分電盤を点検する」と事業者が来訪し、「分電盤の耐用年数が15年」と書いてあるチラシをもとに、交換
 が必要と言われたので契約した。本当に交換が必要だろうか？ （80代男性）

◆ 「無料で点検する」と電話がかかってきたり、突然訪問してくる事業者には十分注意し、名前と
 連絡先、 用件をしっかり確認しましょう。

◆ 無料で点検するなどと言われても、安易に点検に応じないようにしましょう。
◆ 工事の契約を迫られても、その場で契約をせず、複数の事業者から見積もりをとり、料金や

 作業内容など比較検討をしてください。
◆ 工事が必要か心配な場合は、契約している電力会社に、直接、問い合わせましょう。
◆ 契約してしまった場合でも、契約書面を受け取った日から８日以内であれば、クーリング・オフ

 （契約解除）が可能な場合があります。
◆ 少しでも不審に思った時には、お金を支払う前に、お住いの地域の消費生活センターにご相談

 ください。
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